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－　 －1

株主の皆様へ

　株主の皆様には、平素より格別のご高配を賜り、

厚く御礼申しあげます。ここに当社第67期定時株

主総会招集ご通知をお届けするにあたり、ご挨拶申

しあげます。

　オーネックスグループは、健全な事業活動をとお

して企業として発展し、社会への還元を図ります。

　そのために、関係法令を遵守し、社会的良識を

持った良き企業市民としての責任を果たし、お客様、

株主・投資家の皆様、取引先、地域社会、従業員を

はじめとした関係者からの信頼を得て、企業価値を

高めるべく努力いたします。

　現在、当社を取り巻く事業環境が変化するなか、

当社の伝統である“現場の強み”を更に発展させ、お

客様の様々なニーズに対応できる企業体質の向上に

取り組んでまいります。

　株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご

支援、ご鞭撻を賜りますよう宜しくお願い申しあげ

ます。

平成30年９月

代表取締役社長

大屋　和雄



招
集
ご
通
知

事
業
報
告

計
算
書
類

監
査
報
告

株
主
総
会
参
考
書
類

2018/09/03 15:42:34 / 18407146_株式会社オーネックス_招集通知（Ｃ）

証券コード　5987
平成30年 ９月11日

株 主 各 位
神奈川県厚木市上依知字上ノ原3012番地３

代表取締役社長 大 　 屋 　 和 　 雄
第67期定時株主総会招集ご通知

拝啓　平素は格別のご支援を賜り誠にありがとうございます。
　さて、当社第67期定時株主総会を下記により開催いたしますので、ご出席くださいますよう
ご通知申しあげます。
　なお、当日ご出席願えない場合は、書面によって議決権を行使することができますので、お
手数ながら後記の株主総会参考書類をご検討のうえ、同封の議決権行使書用紙に議案に対する
賛否をご表示いただき、平成30年９月25日（火曜日）午後５時までに到着するようご返送く
ださいますようお願い申しあげます。

敬　具
記

１．日 時 平成30年９月26日（水曜日）午前10時
２．場 所 神奈川県厚木市上依知3001番地

神奈川県内陸工業団地会館　３階大ホール
（末尾の株主総会会場ご案内図をご参照ください。）

３．目 的 事 項
報 告 事 項 １．第67期（平成29年７月１日から平成30年６月30日まで）事業報告、連

結計算書類並びに会計監査人及び監査役会の連結計算書類監査結果報告
の件

２．第67期（平成29年７月１日から平成30年６月30日まで）計算書類報告
の件

決 議 事 項
　議　　案 剰余金処分の件

以　上
◎当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出くださいますようお願い申しあげます。
◎次の事項につきましては、法令及び当社定款第13条の規定に基づき、インターネット上の当社ウェブサイト（アドレス　
http://www.onex.jp）に掲載しておりますので本招集ご通知の提供書面には記載しておりません。
従いまして、本定時株主総会招集ご通知提供書面は、監査役が監査報告を、会計監査人が会計監査報告を作成するに際して監査をし
た連結計算書類又は計算書類の一部であります。
　①　連結計算書類の連結注記表　②　計算書類の個別注記表
◎株主総会参考書類並びに事業報告、連結計算書類及び計算書類に修正が生じた場合は、上記の当社ウェブサイトに掲載いたしま
す。

－ 2 －

株主各位
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（提供書面）
事　 業　 報　 告
(平成29年 7 月 1 日から
平成30年 6 月30日まで)

１．企業集団の現況
⑴　当連結会計年度の事業の状況

①　事業の経過及び成果
当連結会計年度におけるわが国経済は、雇用所得環境の改善が続く中、景気の緩やかな

回復基調が続きました。しかしながら、海外経済の不確実性や為替・金融資本市場の変動
影響、中東、北朝鮮等の地政学的リスクにより、先行き不透明な状況が続きました。

このような経済状況の下、当社グループは、受注活動の強化、生産性の向上、原価の低
減等、収益性の向上に努めました。主力取引業界である自動車部品関連、産業工作機械関
連、建設機械関連からの受注は、総じて堅調に推移しました。これにより、売上は前期と
比較して増収となりました。経費面では、電力・ガス費、労務費等の製造コストが増加し
ましたが、経費の削減に努めたため、前期と比較して増益となりました。
　こうした事業活動の結果、当連結会計年度の売上高は6,126百万円（前期比11.9%増）、
営業利益は327百万円（同13.5%増）、経常利益は328百万円（同11.5%増）、親会社株
主に帰属する当期純利益は229百万円（同78.7%増）となりました。
　事業別（連結）の売上高及び概況は、次のとおりであります。

(単位：千円)

事業
平成29年６月期 平成30年６月期

（当連結会計年度） 対前連結会計年度比

売上高 構成比 売上高 構成比 増減額 増減率

金属熱処理加工事業 4,874,865 89.02％ 5,461,879 89.15％ 587,013 12.04％

運送事業 601,524 10.98 664,733 10.85 63,208 10.51

合計 5,476,390 100.00 6,126,612 100.00 650,222 11.87

－ 3 －

当連結会計年度の事業の状況
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【金属熱処理加工事業（株式会社オーネックス、株式会社オーネックステックセンター）】
　金属熱処理業界においては、主力取引業界である自動車部品関連、産業工作機械関連、
建設機械関連からの受注は、いずれも増加しました。また、株式会社オーネックステック
センターの売上も増加し、売上は前期と比較して増収となりました。
　一方、電力・ガス費、労務費等が増加しましたが、生産性の向上及び経費削減に取り組
み収益確保に努めたため、セグメント利益は増益となりました。
　これらの結果、売上高は5,461百万円（前期比12.0%増）、セグメント利益は269百万
円（同16.0%増）となりました。

【運送事業（株式会社オーネックスライン）】
　運送事業につきましては、三重営業所の開設に伴う売上増加、機械などの重量物の搬送
取り扱いが安定していたため、売上は増加しました。また、傭車（外注）便を活用すると
共に、運行管理の徹底、配車の効率化及びエコドライブによる燃費の削減などに努めたた
め、セグメント利益は増加しました。
　これらの結果、売上高は664百万円（前期比10.5%増）、セグメント利益は45百万円
（同114.3%増）となりました。

－ 4 －

当連結会計年度の事業の状況
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②　設備投資の状況
　当社グループの当連結会計年度の設備投資の総額は888百万円で、その主なものは、
厚木工場のバッチ型浸炭炉２基93百万円及び真空脱脂洗浄機52百万円、長野工場の高
周波焼入機75百万円及びバッチ型浸炭炉42百万円、株式会社オーネックステックセン
ターの機械装置等に356百万円、株式会社オーネックスラインのトラック７台など40百
万円です。

③　資金調達の状況
　該当事項はありません。

④　事業の譲渡、吸収分割又は新設分割の状況
　該当事項はありません。

⑤　他の会社の事業の譲受けの状況
　該当事項はありません。

⑥　吸収合併又は吸収分割による他の法人等の事業に関する権利義務の承継の状況
　該当事項はありません。

⑦　他の会社の株式その他の持分又は新株予約権等の取得又は処分の状況
　該当事項はありません。

－ 5 －

当連結会計年度の事業の状況
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⑵　直前３事業年度の財産及び損益の状況

区 分 平成27年６月期 平成28年６月期 平成29年６月期 平成30年６月期
(当連結会計年度)

売上高 (千円) 5,212,019 5,151,419 5,476,390 6,126,612

親会社株主に帰属する当期
純利益又は親会社株主に
帰属する当期純損失（△）

(千円) 191,610 △85,078 128,618 229,896

１株当たり当期純利益又は
1株当たり当期純損失（△） (円) 115.67 △51.37 77.66 138.82

総資産 (千円) 8,479,333 9,152,557 9,997,150 10,346,566

純資産 (千円) 5,319,938 5,157,145 5,301,837 5,486,085

１株当たり純資産額 (円) 3,211.77 3,113.65 3,201.21 3,312.78

（注）１．１株当たり当期純利益又は1株当たり当期純損失（△）は自己株式控除後の期中平均発行済株式数
により、１株当たり純資産額は自己株式控除後の期末発行済株式総数により算出しております。

２．平成30年６月期（当連結会計年度）の状況につきましては、「１．企業集団の現況（１）当連結会
計年度の事業の状況①事業の経過及び成果」に記載のとおりであります。

３．平成30年１月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。平成27年６
月期の期首に当該株式併合が行われたものと仮定して１株当たり当期純利益又は１株当たり当期純
損失（△）及び１株当たり純資産額を算定しております。

⑶　重要な親会社及び子会社の状況
①　親会社との状況

　該当事項はありません。

②　重要な子会社の状況（平成30年６月30日現在）
会 社 名 資 本 金 当社の議決権比率 主 要 な 事 業 内 容

株式会社オーネックス
ラ イ ン 50,000千円 100.0％ 一般区域貨物自動車運送事業

株式会社オーネックス
テ ッ ク セ ン タ ー 95,000千円 100.0％ 金属熱処理加工事業

－ 6 －

直前３事業年度の財産及び損益の状況、重要な親会社及び子会社の状況
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⑷　対処すべき課題
　今後の経済見通しにつきましては、各種政策の効果から、緩やかな回復基調が続くこと
が期待されますが、為替、原油価格の動向、米国や資源国等の景気動向など海外経済の不
確実性の高まりや金融資本市場の変動影響に留意する必要があります。
　このような状況の下、金属熱処理業界での再編やメーカーの熱処理外製化の動きに伴う
需要増が期待されますので、近畿・東海エリアをカバーする株式会社オーネックステック
センター（亀山市）を拡充、事業拠点ネットワークを最大限に活用し、取引先のニーズに
一層迅速に対応できる体制を構築してまいります。こうした顧客基盤の拡大と共に生産体
制の合理化等効率化を推進いたします。
　また、エネルギーコストの上昇、人手不足による労務費の上昇に対応するため製造原価・
経費の低減を図り、収益力の向上に努めてまいります。加えて、本社機能移転による知名
度向上効果を活用した人材獲得に努めてまいります。
　今後もグループの総力を結集し、業績の向上に努める所存でございますので、株主の皆
様におかれましても、より一層のご理解とご支援を賜りますよう心よりお願い申しあげま
す。

⑸　主要な事業内容（平成30年６月30日現在）
当社グループは、金属熱処理加工事業、運送事業を行い、主な事業内容は次のとおりで

あります。
【金属熱処理加工事業】　浸炭熱処理

窒化熱処理
焼入・焼戻し・焼鈍し
高周波熱処理
真空熱処理
コーティング

【運送事業】　　　　　　一般貨物運送
⑹　主要な営業所及び工場（平成30年６月30日現在）

会 社 名 所 在 地

株 式 会 社 オ ー ネ ッ ク ス
本社（東京都町田市）、厚木工場(神奈川県厚木市)
東松山工場(埼玉県東松山市)、長野工場(長野県上田市)
山口工場(山口県山陽小野田市)、三重営業所（三重県亀山市）

株 式 会 社 オ ー ネ ッ ク ス ラ イ ン 本社及び厚木営業所(神奈川県厚木市)
埼玉営業所(埼玉県比企郡滑川町)、三重営業所（三重県亀山市）

株式会社オーネックステックセンター 本社(神奈川県厚木市)、三重工場（三重県亀山市）

－ 7 －

対処すべき課題、主要な事業内容、主要な営業所及び工場
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⑺　使用人の状況（平成30年６月30日現在）
①　企業集団の使用人の状況

セグメント名 使用人数 前連結会計年度末比増減

　金属熱処理加工事業 222(129)名 1名増（7名増）

　運送事業 47(　 4)名 7名増（1名減）

　  合　計 269(133)名 8名増（6名増）

（注）使用人数は就業人員（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループ
への出向者を含む。）であり、臨時雇用者（嘱託、常用時給者、パートタイマー、人材会社からの派遣
社員を含む。）は、年間の平均人員を（　）外数で記載しております。

②　当社の使用人の状況
使 用 人 数 前 事 業 年 度 末 比 増 減 平 均 年 齢 平 均 勤 続 年 数

202（120）名 1名減（5名増） 40.8歳 14.4年

（注）使用人数は就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む｡）であり、臨
時雇用者（嘱託、常用時給者、パートタイマー、人材会社からの派遣社員を含む。）は、年間の平均人
員を（　）外数で記載しております。

⑻　主要な借入先の状況（平成30年６月30日現在）
借 入 先 借 入 金 残 高

株 式 会 社 三 井 住 友 銀 行 1,079,653千円

株 式 会 社 横 浜 銀 行 682,509

株 式 会 社 商 工 組 合 中 央 金 庫 559,005

株 式 会 社 み ず ほ 銀 行 202,912

⑼　その他企業集団の現況に関する重要な事項
該当事項はありません。

－ 8 －

使用人の状況、主要な借入先の状況、その他企業集団の現況に関する重要な事項
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２．会社の現況
⑴　株式の状況（平成30年６月30日現在）

①　発行可能株式総数 5,868,600株
（注）平成29年９月27日開催の第66期定時株主総会決議により、平成30年１月１日付で、発行可

能株式総数を58,686,000株から5,868,600株に変更しております。
②　発行済株式の総数 1,660,000株
③　株主数 1,048名（前期末比118名減）
④　大株主（上位10名）

株 主 名 所 有 株 式 数 持 株 比 率

大 屋 和 雄 164千株 9.92％

有 限 会 社 大 屋 興 産 105 6.38

大 屋 廣 茂 83 5.02

株 式 会 社 横 浜 銀 行 79 4.82

坂 内 　 誠 72 4.40

富 春 　 勇 68 4.11

株 式 会 社 三 井 住 友 銀 行 58 3.53

株 式 会 社 商 工 組 合 中 央 金 庫 56 3.43

Ｔ Ｈ Ｋ 株 式 会 社 53 3.20

M S I P 　 C L I E N T 　 S E C U R I T I E S 50 3.07

（注）　持株比率は自己株式（3,961株）を控除して計算しております。

⑵　新株予約権等の状況
　該当事項はありません。

－ 9 －

株式の状況、新株予約権等の状況
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⑶　会社役員の状況
①　取締役及び監査役の状況（平成30年６月30日現在）

会 社 に お け る 地 位 氏 名 担当及び重要な兼職の状況

代 表 取 締 役 社 長 大 屋 和 雄
最高執行役員兼事業本部長
株式会社オーネックスライン　代表取締役社長
株式会社オーネックステックセンター　代表取締役社長

専 務 取 締 役 鶴 田 猛 士
管理本部長
株式会社オーネックスライン　監査役
株式会社オーネックステックセンター　取締役

常 務 取 締 役 武 藤 孝 司
事業本部副本部長兼営業部長
株式会社オーネックスライン　取締役
株式会社オーネックステックセンター　取締役

取 締 役 高 階 毅 司 事業本部副本部長兼厚木工場・東松山工場・長野工場工場長

取 締 役 遠 藤 將 敏

常 勤 監 査 役 横 山 　 剛 株式会社オーネックステックセンター　監査役

監 査 役 吉 田 雄 彦

監 査 役 鍛 冶 良 明

（注）１．取締役遠藤將敏氏は社外取締役であります。
２．監査役吉田雄彦、鍛冶良明の両氏は社外監査役であります。
３．当社は取締役遠藤將敏氏及び監査役吉田雄彦、鍛冶良明の両氏を東京証券取引所の定めに基づく独

立役員として指定し、同取引所に届け出ております。

　　②　責任限定契約の内容の概要
　当社と社外取締役の遠藤將敏氏及び社外監査役の吉田雄彦、鍛冶良明の両氏は、それ
ぞれ会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第423条第１項の損害賠償責任を限定
する契約を締結しております。当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、法令が定め
る額としております。

③　事業年度中に退任した取締役及び監査役
該当事項はありません｡

－ 10 －
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④　取締役及び監査役の報酬等の総額
イ．当事業年度に係る報酬等の総額

区 分 支 給 人 員 支 給 額

取 締 役
（ う 　 ち 　 社 　 外 　 取 　 締 　 役 ）

５名
(１名)

114,318千円
　　　　　　(2,700千円)

監 査 役
（ う 　 ち 　 社 　 外 　 監 　 査 　 役 ）

３名
(２名)

15,288千円
(5,280千円)

合 計 ８名 129,606千円

（注） １．取締役の支給額には、使用人兼務取締役の使用人分給与は含まれておりません。
 ２．取締役の報酬限度額は、平成５年９月24日開催の定時株主総会において年額204,000千円以内（た

だし、使用人分給与は含まない。）と決議いただいております。
 ３．監査役の報酬限度額は、平成５年９月24日開催の定時株主総会において年額18,000千円以内と決

議いただいております。
ロ．当事業年度に支払った役員退職慰労金
　　該当事項はありません｡

　　⑤　社外役員に関する事項
イ．重要な兼職先と当社との関係及び当社と当該他の会社との関係
　　該当事項はありません。

　　　ロ．当事業年度における主な活動状況
取締役会及び監査役会への出席状況

取締役会（17回開催） 監 査 役 会 （ ５ 回 開 催 ）

出 席 回 数 出 席 率 出 席 回 数 出 席 率

取 締 役 遠 藤 將 敏 14回 100.0％ － －

監 査 役 吉 田 雄 彦 17回 100.0％ ５回 100.0％

監 査 役 鍛 冶 良 明 17回 100.0％ ５回 100.0％

（注）１．取締役会への出席状況
取締役遠藤將敏氏については、取締役就任後の状況を記載しております。

２．取締役会及び監査役会における発言状況
取締役の遠藤將敏氏及び監査役の吉田雄彦氏は、必要に応じて他社の経営者であった経験・知識
に基づき、また、鍛冶良明氏は、弁護士としての専門的見地から、取締役会の意思決定の妥当性・
適正性を確保するための助言・提言を行っております。

－ 11 －
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⑷　会計監査人の状況
①　名称　　　　　　　　　　　　 EY新日本有限責任監査法人

（注）新日本有限責任監査法人は、平成30年７月１日付でEY新日本有限責任監査法人に名称変更をし
ております。

②　報酬等の額及び当該報酬等について監査役会が同意をした理由
支払額

当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額 24,000千円

当社及び子会社が会計監査人に支払うべき金銭その他の財産上の利益の合計額 24,300千円

（注）１．当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監査
　の監査報酬等の額を明確に区分しておらず、実質的にも区分できませんので、当事業年度に係る会計
　監査人の報酬等の額にはこれらの合計額を記載しております。
２．当社は、会計監査人に対して、公認会計士法第２条第１項の業務以外の業務である、再生可能エネ
　ルギー固定価格買取制度の減免申請に関する公認会計士等による確認についての対価を払っておりま
　す。
３．監査役会は、会計監査人の報酬等についての同意にあたり、以下の点から検討を行い、妥当性があ
　ると判断しました。
　・監査計画と実績の比較検討
　・監査実績及び意見の内容
　・新年度監査計画における、監査工数及び配員計画と経験年数の検討
　・新年度監査報酬額の業界及び同等企業との比較検討

③　会計監査人の解任又は不再任の決定方針
　監査役会は、会計監査人の職務の執行に支障がある場合など、その必要があると判断
した場合は、会計監査人の解任又は不再任に関する議案の内容を決定し、取締役会は当
該決定に基づき、当該議案を株主総会の会議の目的とすることといたします。
　また、監査役会は、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目に該当する
と認められ、かつ改善の見込みがないと判断した場合は、監査役全員の同意に基づき、
会計監査人を解任いたします。この場合、監査役会が選定した監査役は、解任後最初に
招集される株主総会におきまして、会計監査人を解任した旨と解任の理由を報告いたし
ます。

－ 12 －
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⑸　業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況の概要
　取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他会社の
業務の適正を確保するための体制についての決定内容及び当該体制の運用状況の概要は次
のとおりであります。
1)　取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体

制
イ.　コンプライアンス体制の基礎として、オーネックスグループ企業行動憲章を制定し

法令遵守を周知徹底する。
ロ.　コンプライアンス・リスク管理委員会を設置し、コンプライアンス体制の整備及び

問題点の把握に努める。
ハ.　取締役は重大な法令違反その他コンプライアンスに関する重要な事実を発見した

場合には、直ちに監査役及びコンプライアンス・リスク管理責任者に報告するものと
し、遅滞なく経営会議において報告するものとする。

ニ.　監査役は当社の法令遵守体制の運用に問題があることを認める時は、意見を述べる
と共に、改善策の策定を求めることができるものとする。

ホ.　執行部門から独立した部署が内部監査を実施する。
2)　取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制

取締役の職務の執行に係る情報については、文書取扱規程に基づき保存・管理するこ
ととし、必要に応じて閲覧可能な状態を維持することとする。

3)　損失の危険の管理に関する規程その他の体制
　当社は、当社の業務執行に係るリスクについてリスク管理規程を定め、リスク管理
規程に基づき管理体制を整備するものとする。

4)　取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
イ.　取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制の基礎として、

取締役会を月１回定時に開催するほか、必要に応じて適宜臨時に開催するものとし、
当社の経営方針及び経営戦略に関わる重要事項については事前に社長、常務取締役に
よって構成される経営会議において議論を行い、その審議を経て執行決定を行うもの
とする。

ロ.　取締役会の決定に基づく業務執行については、組織規程、業務分掌規程に従うこと
とする。

－ 13 －
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5)　当社及びその子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制
イ.　グループ会社における業務の適正を確保するため、グループ企業すべてに適用する

行動指針として、オーネックスグループ企業行動憲章を定め、これを基礎として、グ
ループ各社で諸規程を整備するものとする。

ロ.　経営管理については、関係会社管理規程に従い、当社への決裁・報告制度による子
会社経営の管理を行うものとし、必要に応じてモニタリングを行うものとする。取締
役会は、グループ会社において、法令違反その他コンプライアンスに関する重要な事
項を発見した場合には、監査役に報告するものとする。

ハ.　子会社が当社からの経営管理、経営指導内容が法令に違反し、その他、コンプライ
アンス上問題があると認めた場合には、コンプライアンスリスク管理責任者に報告す
るものとする。コンプライアンスリスク管理責任者は直ちに監査役に報告を行うと
共に、意見を述べることができるものとする。監査役は意見を述べると共に、改善策
の策定を求めることができるものとする。

6)　監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人
に関する事項

　監査役が補助すべき使用人を置くことを求めた場合、取締役会は必要に応じて補助業
務をする者を配置する。

7)　上記使用人の取締役からの独立性及び当該使用人に対する指示の実効性の確保に関
する事項

イ.　監査役の職務の補助を担当する使用人に関する人事考課及び人事異動については、
監査役の同意を得るものとする。

ロ.　前項の使用人は、監査役から指示を受けた業務を執行する。
8)　当社取締役及び使用人並びに子会社の取締役、監査役及び使用人等が監査役に報告す

るための体制、その他の監査役への報告に関する体制
イ.　当社グループの取締役及び使用人は、コンプライアンス及びリスクに関する事項

等、当社グループに重大な損失を及ぼす恐れのある事項等を適時、適切な方法により
監査役へ報告するものとする。

ロ.　監査役は、取締役会の他、経営会議、その他の重要な会議に出席し、取締役及び使
用人からその職務の執行状況を聴取し、関係資料を閲覧することができる。

ハ.　当社グループの取締役及び使用人は、監査役が報告を求めた場合は、迅速かつ的確
な対応を行う。

－ 14 －
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9)　前項の報告を行った者が当該報告をしたことを理由として不利な取扱いを受けない
ことを確保するための体制

　監査役に対して前項の報告を行ったことを理由として、当該報告者は何ら不利な取扱
いを受けないものとする。

10)　監査役の職務の執行について生ずる費用または債務の処理に係る方針に関する事項
　監査役がその職務の執行について生じる費用の前払い等の請求をしたときは、当該監
査役の職務の執行に必要でないと認められた場合を除き、速やかに処理する。

11)　その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制
イ．監査役は稟議書その他業務に関する重要な文書を閲覧し、必要に応じて取締役、使

用人にその説明を求めることができる。
ロ．代表取締役は、取締役及び使用人の監査役監査の重要性に対する認識及び理解を深

め、監査役監査が実効的に行われるよう環境整備に努める。
12)　業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要

　平成29年７月１日から平成30年６月30日の期間において、取締役会を17回、経営
会議を12回、関係会社報告会を２回開催いたしました。

⑹　剰余金の配当等の決定に関する方針
　当社は、株主の皆様に対する利益還元を経営の最重要課題の一つとして位置づけており
ます。企業体質の強化と将来の事業展開に備えた内部留保の充実を勘案し、安定的に配当
を行うことを基本方針としております。
　当事業年度の期末配当金につきましては、１株当たり20円の配当とする予定であり、株
主総会の決議事項といたします。

⑺　会社の支配に関する基本方針
当社では、会社の財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針に

ついては、現在特に定めておりません。

－ 15 －

業務の適正を確保するための体制、剰余金の配当等の決定に関する方針、会社の支配に関する基本方針
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連 結 貸 借 対 照 表
（平成30年６月30日現在）

（単位：千円）
資 産 の 部 負 債 の 部
科 目 金 額 科 目 金 額

流 動 資 産
現 金 及 び 預 金
受 取 手 形 及 び 売 掛 金
電 子 記 録 債 権
製 品
仕 掛 品
原 材 料 及 び 貯 蔵 品
繰 延 税 金 資 産
そ の 他

固 定 資 産
有 形 固 定 資 産

建 物 及 び 構 築 物
機 械 装 置 及 び 運 搬 具
土 地
リ ー ス 資 産
建 設 仮 勘 定
そ の 他

無 形 固 定 資 産
投 資 そ の 他 の 資 産

投 資 有 価 証 券
繰 延 税 金 資 産
そ の 他

繰 延 資 産
創 立 費
開 業 費

4,247,497
1,906,532
1,385,711

656,414
18,460
41,576
97,018
15,325

126,457
6,095,219
5,462,065
1,280,577
1,572,737
2,275,851

112,116
678

220,104
18,919

614,234
303,398
193,739
117,096

3,849
144

3,704

流 動 負 債 1,967,637
支 払 手 形 及 び 買 掛 金 174,105
電 子 記 録 債 務 245,797
短 期 借 入 金 40,000
１年内返済予定の長期借入金 573,287
１年内償還予定の社債 25,000
リ ー ス 債 務 47,869
未 払 金 197,888
未 払 費 用 287,812
未 払 法 人 税 等 95,219
賞 与 引 当 金 22,056
そ の 他 258,601

固 定 負 債 2,892,843
社 債 32,500
長 期 借 入 金 1,987,992
リ ー ス 債 務 74,544
退 職 給 付 に 係 る 負 債 723,987
そ の 他 73,819

負 債 合 計 4,860,480
純 資 産 の 部

株 主 資 本 5,415,107
資 本 金 878,363
資 本 剰 余 金 713,431
利 益 剰 余 金 3,829,332
自 己 株 式 △6,019

そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額 70,977
その他有価証券評価差額金 70,977

純 資 産 合 計 5,486,085
資 産 合 計 10,346,566 負 債 純 資 産 合 計 10,346,566

－ 16 －

連結貸借対照表



2018/09/03 15:42:34 / 18407146_株式会社オーネックス_招集通知（Ｃ）

連 結 損 益 計 算 書

(平成29年 7 月 1 日から
平成30年 6 月30日まで)

（単位：千円）
科 目 金 額

売 上 高 6,126,612
売 上 原 価 4,659,763
売 上 総 利 益 1,466,848
販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 1,138,884
営 　 業 　 利 　 益 327,963
営 業 外 収 益

受 取 利 息 2,384
受 取 配 当 金 7,374
受 取 賃 貸 料 6,901
ス ク ラ ッ プ 収 入 5,148
そ の 他 7,023 28,833

営 業 外 費 用
支 払 利 息 18,990
支 払 手 数 料 7,399
そ の 他 2,295 28,686

経 　 常 　 利 　 益 328,110
特 別 利 益

固 定 資 産 売 却 益 1,299
投 資 有 価 証 券 売 却 益 2,224
受 取 和 解 金 60,000 63,524

特 別 損 失
固 定 資 産 除 却 損 5,448 5,448

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 386,186
法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 163,319
法 人 税 等 調 整 額 △7,029 156,289
当 　 期 　 純 　 利 　 益 229,896
親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 利 益 229,896

－ 17 －

連結損益計算書
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連結株主資本等変動計算書

(平成29年 7 月 1 日から
平成30年 6 月30日まで)

（単位：千円）
株 主 資 本

資 本 金 資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金 自 己 株 式 株 主 資 本 合 計

平 成 2 9 年 ７ 月 1 日 　 残 高 878,363 713,431 3,632,560 △5,588 5,218,765

連 結 会 計 年 度 中 の 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 － － △33,123 － △33,123

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る
当 期 純 利 益 － － 229,896 － 229,896

自 己 株 式 の 取 得 － － － △430 △430

株主資本以外の項目の連結
会計年度中の変動額(純額) － － － － －

連結会計年度中の変動額合計 － － 196,772 △430 196,341

平成30年６月30日　残高 878,363 713,431 3,829,332 △6,019 5,415,107

そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額
純資産合計

そ の 他 有 価 証 券
評 価 差 額 金

その他の包括利益
累 計 額 合 計

平 成 2 9 年 ７ 月 1 日 　 残 高 83,071 83,071 5,301,837

連 結 会 計 年 度 中 の 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 － － △33,123

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る
当 期 純 利 益 － － 229,896

自 己 株 式 の 取 得 － － △430

株主資本以外の項目の連結
会計年度中の変動額(純額) △12,093 △12,093 △12,093

連結会計年度中の変動額合計 △12,093 △12,093 184,248

平成30年６月30日　残高 70,977 70,977 5,486,085

－ 18 －

連結株主資本等変動計算書
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貸　借　対　照　表
（平成30年６月30日現在）

（単位：千円）
資 産 の 部 負 債 の 部
科 目 金 額 科 目 金 額

流 動 資 産
現 金 及 び 預 金
受 取 手 形
電 子 記 録 債 権
売 掛 金
製 品
仕 掛 品
原 材 料 及 び 貯 蔵 品
有 償 支 給 材
前 払 費 用
繰 延 税 金 資 産
未 収 入 金
そ の 他

固 定 資 産
有 形 固 定 資 産

建 物
構 築 物
機 械 及 び 装 置
車 両 運 搬 具
工 具 、 器 具 及 び 備 品
土 地
リ ー ス 資 産

無 形 固 定 資 産
ソ フ ト ウ ェ ア
水 道 施 設 利 用 権
電 話 加 入 権

投 資 そ の 他 の 資 産
投 資 有 価 証 券
関 係 会 社 株 式
関 係 会 社 長 期 貸 付 金
長 期 前 払 費 用
差 入 保 証 金
保 険 積 立 金
繰 延 税 金 資 産
そ の 他
貸 倒 引 当 金

3,655,480
1,608,607

535,672
591,240
646,482
16,476
40,162
82,597
24,629
9,082

13,351
86,872

305
6,674,602
3,181,158

691,288
38,327

605,127
9,190

86,275
1,687,310

63,639
14,214
10,374

52
3,787

3,479,229
303,398
240,000

2,925,000
943

16,155
85,224

176,738
1,770

△270,000

流 動 負 債 1,774,257
支 払 手 形 56,769
電 子 記 録 債 務 245,797
買 掛 金 77,701
１年内返済予定の長期借入金 546,263
１年内償還予定の社債 25,000
リ ー ス 債 務 22,822
未 払 金 212,433
未 払 費 用 231,254
未 払 法 人 税 等 83,327
未 払 消 費 税 等 13,807
預 り 金 58,601
賞 与 引 当 金 18,311
設 備 関 係 支 払 手 形 42,636
設備関係電子記録債務 120,591
そ の 他 18,940

固 定 負 債 2,779,003
社 債 32,500
長 期 借 入 金 1,951,812
リ ー ス 債 務 47,498
退 職 給 付 引 当 金 673,373
長 期 未 払 金 73,819

負 債 合 計 4,553,260
純 資 産 の 部

株 主 資 本 5,705,844
資 本 金 878,363
資 本 剰 余 金 713,431

資 本 準 備 金 713,431
利 益 剰 余 金 4,120,069

利 益 準 備 金 48,306
そ の 他 利 益 剰 余 金 4,071,762

別 途 積 立 金 1,500,000
繰 越 利 益 剰 余 金 2,571,762

自 己 株 式 △6,019
評 価 ・ 換 算 差 額 等 70,977

その他有価証券評価差額金 70,977
純 資 産 合 計 5,776,822

資 産 合 計 10,330,082 負 債 純 資 産 合 計 10,330,082

－ 19 －

貸借対照表
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損　益　計　算　書

(平成29年 7 月 1 日から
平成30年 6 月30日まで)

（単位：千円）
科 目 金 額

売 上 高 5,079,453
売 上 原 価 3,632,093
売 上 総 利 益 1,447,360
販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 1,040,973
営 業 利 益 406,386
営 業 外 収 益

受 取 利 息 及 び 配 当 金 29,406
業 務 受 託 料 7,500
受 取 賃 貸 料 6,901
ス ク ラ ッ プ 収 入 5,009
そ の 他 5,905 54,723

営 業 外 費 用
支 払 利 息 17,891
支 払 手 数 料 7,399
そ の 他 516 25,808

経 常 利 益 435,301
特 別 利 益

固 定 資 産 売 却 益 299 299
特 別 損 失

固 定 資 産 除 却 損 7,948 7,948
税 引 前 当 期 純 利 益 427,653
法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 145,736
法 人 税 等 調 整 額 △7,570 138,166
当 期 純 利 益 289,487

－ 20 －

損益計算書
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株主資本等変動計算書

(平成29年 7 月 1 日から
平成30年 6 月30日まで)

（単位：千円）
株 主 資 本

資 本 金

資本剰余金 利 益 剰 余 金

資本準備金 利益準備金
その他利益剰余金

利益剰余金合計
別 途 積 立 金 繰越利益剰余金

平 成 2 9 年 ７ 月 １ 日 　 残 高 878,363 713,431 48,306 1,500,000 2,315,399 3,863,705

事 業 年 度 中 の 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 － － － － △33,123 △33,123

当 期 純 利 益 － － － － 289,487 289,487

自 己 株 式 の 取 得 － － － － － －

株主資本以外の項目の事業
年 度 中 の 変 動 額 (純 額 ) － － － － － －

事 業 年 度 中 の 変 動 額 合 計 － － － － 256,363 256,363

平成30年６月30日　残高 878,363 713,431 48,306 1,500,000 2,571,762 4,120,069

株 主 資 本 評価･換算差額等
純資産合計

自己株式 株主資本合計 その他有価証券
評 価 差 額 金

平 成 2 9 年 ７ 月 １ 日 　 残 高 △5,588 5,449,911 81,951 5,531,863

事 業 年 度 中 の 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 － △33,123 － △33,123

当 期 純 利 益 － 289,487 － 289,487

自 己 株 式 の 取 得 △430 △430 － △430

株主資本以外の項目の事業
年 度 中 の 変 動 額 (純 額 ) － － △10,973 △10,973

事 業 年 度 中 の 変 動 額 合 計 △430 255,932 △10,973 244,958

平成30年６月30日　残高 △6,019 5,705,844 70,977 5,776,822

－ 21 －

株主資本等変動計算書
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連結計算書類に係る会計監査報告
独立監査人の監査報告書

平成30年８月24日
株式会社オーネックス

取締役会　御中
EY新日本有限責任監査法人

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 入 江 秀 雄 ㊞
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 鈴 木 達 也 ㊞

　当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、株式会社オーネックスの平成29年７月１日から平成30年６月30日ま
での連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表に
ついて監査を行った。

連結計算書類に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算書類を作成し適正に表示す
ることにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類を作成し適正に表示するために経営者が必要
と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から連結計算書類に対する意見を表明することにあ
る。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法
人に連結計算書類に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき監査
を実施することを求めている。
　監査においては、連結計算書類の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施される。監査手続は、当監査法
人の判断により、不正又は誤謬による連結計算書類の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。監査の目
的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じ
た適切な監査手続を立案するために、連結計算書類の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。また、監査には、経営
者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての連結計算書類の表示
を検討することが含まれる。
　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

監査意見
　当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、株式会社オ
ーネックス及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財産及び損益の状況をすべての重要な点におい
て適正に表示しているものと認める。

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

－ 22 －

連結計算書類に係る会計監査報告
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計算書類に係る会計監査報告
独立監査人の監査報告書

平成30年８月24日
株式会社オーネックス

取締役会　御中
EY新日本有限責任監査法人

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 入 江 秀 雄 ㊞
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 鈴 木 達 也 ㊞

　当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、株式会社オーネックスの平成29年７月１日から平成30年６月
30日までの第67期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表並びにそ
の附属明細書について監査を行った。

計算書類等に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類及びその附属明細書を作成
し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類及びその附属明細書を作成し適正
に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から計算書類及びその附属明細書に対する意見を表
明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基
準は、当監査法人に計算書類及びその附属明細書に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計
画を策定し、これに基づき監査を実施することを求めている。
　監査においては、計算書類及びその附属明細書の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施される。監査手
続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による計算書類及びその附属明細書の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて
選択及び適用される。監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評
価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、計算書類及びその附属明細書の作成と適正な表示に関連す
る内部統制を検討する。また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの
評価も含め全体としての計算書類及びその附属明細書の表示を検討することが含まれる。
　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

監査意見
　当監査法人は、上記の計算書類及びその附属明細書が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠し
て、当該計算書類及びその附属明細書に係る期間の財産及び損益の状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと
認める。

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

－ 23 －

計算書類に係る会計監査報告
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監査役会の監査報告

監　査　報　告　書
　当監査役会は、平成29年７月１日から平成30年６月30日までの第67期事業年度の取締役の職務の執行に関して、各監査役が
作成した監査報告書に基づき、審議の上、本監査報告書を作成し、以下のとおり報告いたします。

１．監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容
(1)　監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の実施状況及び結果について報告を受けるほか、取締
役等及び会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。
(2)　各監査役は、監査の方針、職務の分担等に従い、取締役、内部統制室その他の使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及
び監査の環境の整備に努めるとともに、以下の方法で監査を実施しました。

①　取締役会その他の重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じ
て説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業所において業務及び財産の状況を調査いたしました。
　また、子会社については、子会社の取締役及び監査役等と意思疎通及び情報の交換を図り、必要に応じて子会社から事
業の報告を受けました。

②　事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他株式会社
及びその子会社から成る企業集団の業務の適正を確保するために必要なものとして会社法施行規則第100条第１項及び
第３項に定める体制の整備に関する取締役会決議の内容及び当該決議に基づき整備されている体制(内部統制システム)
について、取締役及び使用人等からその構築及び運用の状況について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意
見を表明いたしました。

③　会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証するとともに、会計監査人から
その職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に
行われることを確保するための体制」（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（平
成17年10月28日企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。
　以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類(貸借対照表、損益計算書、株主資
本等変動計算書及び個別注記表)及びその附属明細書並びに連結計算書類(連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資
本等変動計算書及び連結注記表)について検討いたしました。

２．監査の結果
⑴　事業報告等の監査結果

①　事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと認めます。
②　取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は認められません。
③　内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統制システムに関する事業報

告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認められません。
⑵　計算書類及びその附属明細書の監査結果

　会計監査人であるEY新日本有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。
⑶　連結計算書類の監査結果

　会計監査人であるEY新日本有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。
平成30年８月24日

株式会社オーネックス　監査役会
　　常勤監査役　　　横山　　剛　㊞
　　社外監査役　　　吉田　雄彦　㊞
　　社外監査役　　　鍛冶　良明　㊞

(注)監査役吉田雄彦及び鍛冶良明は、会社法第２条第16号及び第335条第３項に定める社外監査役であります。
以　上

－ 24 －

監査役会の監査報告
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株主総会参考書類

議案　剰余金処分の件
　剰余金処分につきましては、以下のとおりといたしたいと存じます。
　期末配当に関する事項

　第67期の期末配当につきましては、企業体質強化、今後の事業展開等を勘案し、以下の
とおりといたしたいと存じます。
①　配当財産の種類

　金銭
②　配当財産の割当てに関する事項及びその総額

　当社普通株式１株につき金20円　配当総額33,120,780円
③　剰余金の配当が効力を生じる日

　平成30年９月27日
以　上

－ 25 －

剰余金処分議案
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第　　　　期67 定時株主総会

招 集 ご 通 知

日 時

場 所

平成30年9月26日（水曜日）
午前10時

神奈川県厚木市上依知3001番地
神奈川県内陸工業団地会館
3階大ホール

証券コード5987

平成29年7月1日～平成30年6月30日

株主総会会場ご案内図

お願い：駐車場には限りがございますので、誠に恐縮ですが満車の場合は当社の駐車場をご利用ください。

セメント工場
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「春日台団地行」
　　↓
「団地入口」下車 徒歩5分

厚木バスセンター

北口

本
厚
木

金田陸橋へ

イオン

本厚木駅東口

←
小
田
原

方
面

小
田
急
線

ホ
テ
ル

南口

新宿
方面
→図書館

会 場 神奈川県内陸工業団地会館 3階大ホール
神奈川県厚木市上依知3001番地　電話046－285－0128




